
実施報告

2022年度 医科学講習会

SP医科学委員会



Ø ⽇時
2022年11⽉20⽇（⽇） 9:00〜12:20

Ø 開催⽅法
Zoomによるオンライン講習会

Ø 参加者
指導者、保護者、学⽣、理学療法⼠

講習会 ⽇程



本講習会の⽬的

2028年⻑野県本国体に向けた
医療スタッフ・指導者・選⼿への医療知識の共有

成⻑期アスリートをサポートする際に必要な知識
（体の変化や障害など）について共有する

プロ・アマ、学⽣選⼿を指導する際に必要な医学的知識の共有



講義内容

第１部
兼⼦ 昌幸（⻑野県バスケットボール協会 スポーツ医科学委員）
「成⻑期の⾝体の変化とバスケットボールに多いスポーツ外傷・障害」

第２部
⻑⾕川 尋之 ⽒（松本⼤学 専任講師）
「成⻑期の⾝体づくりのためのスポーツ栄養学と最新のたんぱく質摂取の考え⽅」

第３部
鈴⽊ 健⼤ ⽒（株式会社BCF 取締役）
「成⻑期に必要なトレーニング」



講義の様⼦ 第１部

成⻑期には⾻や筋⾁など様々な変化があるが、成⻑のタイミングに合わせて姿勢や柔軟性、関節弛緩性
をチェックしていきストレッチやケアを⾏うことで予防ができる、とお話した。

兼⼦ 昌幸（⻑野県バスケットボール協会 スポーツ医科学委員）
「成⻑期の⾝体の変化とバスケットボールに多いスポーツ外傷・障害」



講義の様⼦ 第２部

アスリートが栄養を摂ることの意義や⽬的だけでなく、練習および試合の場⾯に合う
⾷事の形態についてご講義いただきました。

⻑⾕川 尋之 ⽒（松本⼤学 専任講師）
「成⻑期の⾝体づくりのためのスポーツ栄養学と最新のたんぱく質摂取の考え⽅」



講義の様⼦ 第３部

傷害予防やパフォーマンスアップには睡眠時間・適切な休息、各関節に合った
トレーニングが必要、ということについてご講義いただきました。

鈴⽊ 健⼤ ⽒（株式会社BCF 取締役）
「成⻑期に必要なトレーニング」



まとめ
今回の講習会は新型コロナウイルス感染症が再拡⼤を⾒せているため、協会が主催する医科学講習会
として昨年に引き続きオンラインで開催するものとなりました。

感染リスクに配慮しながら安⼼・安全に参加することができ、かつ今後の競技活動に役⽴つような
医科学情報を発信するために、事前の打ち合わせを繰り返し、講習会を開催することができました。

参加者は事前にオンラインのZoomのアプリをダウンロードし、講義⽤URLを準備し、講師には参加者
への配布資料の作成などでご協⼒をいただき、無事に講習会を終えることができました。

ご協⼒いただきました皆様に感謝申し上げます。
ありがとうございました。

今回は当委員の兼⼦昌幸より成⻑期の⾝体の変化とバスケットボールにおけるスポーツ外傷・障害に
ついて、その他、⻑⾕川尋之⽒から成⻑期における⾝体作りに必要な栄養学やたんぱく質摂取につい
て、鈴⽊健⼤⽒か成⻑期で必要なトレーニングについての内容で実施しました。

今後は普段バスケットボールに関わる⽅からもご興味のある分野をお聞きしながら幅広く情報をお伝
えしていきたいと思います。


